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人吉で輝いている人

城
下
町
の
雰
囲
気
が
今
も
残
る
鍛
冶
屋

町
通
り
。
こ
の
通
り
に
あ
る
製
茶
店

「
立
山
商
店
」
で
、
外
国
人
観
光
客
に
人
吉

の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
の
が
立
山
さ
ん
だ
。

　

中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
英
語
が
好
き
だ
っ
た

立
山
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
に
短
期
大
学
の

英
文
科
に
進
学
。
卒
業
後
は
帰
郷
し
、
自
宅

で
英
語
塾
を
開
講
。
結
婚
後
も
嫁
ぎ
先
の
製

茶
店
を
手
伝
い
な
が
ら
３
年
間
市
内
の
塾
の

講
師
と
し
て
生
徒
を
指
導
し
た
。

　

結
婚
し
た
当
時
か
ら
店
に
外
国
人
が
来
る

こ
と
は
あ
っ
た
が
、
鍛
冶
屋
町
通
り
の
街
並

み
が
整
備
さ
れ
た
後
は
、
観
光
客
が
増
え
て

外
国
人
観
光
客
も
増
加
し
た
。「
外
国
人
観

光
客
の
方
か
ら
、
こ
こ
に
来
る
と
英
語
で
話

せ
る
か
ら
ホ
ッ
と
す
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
よ
」
と
立
山
さ
ん
。
鍛
冶
屋
町
を

訪
れ
る
外
国
人
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
、

中
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
最

近
は
香
港
や
台
湾
か
ら
の
観
光
客
が
多
く
、

今
で
は
店
に
１
日
１
組
は
外
国
人
観
光
客
が

訪
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

増
え
て
き
た
外
国
人
観
光
客
に
も
っ
と
人

吉
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
店
の
日
本
庭

園
を
整
備
し
た
り
、
外
国
人
向
け
の
お
茶
の

入
れ
方
講
座
や
茶
工
場
見
学
、
着
物
の
着
付

け
体
験
を
実
施
し
た
り
と
、
お
も
て
な
し
に

も
力
が
入
る
。
自
然
豊
か
で
歴
史
の
あ
る
人

吉
球
磨
は
外
国
人
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
地

域
。「
た
ま
に
球
磨
弁
も
交
じ
り
ま
す
が
、

で
き
る
限
り
外
国
人
観
光
客
と
の
会
話
を
楽

し
ん
で
、
多
く
の
人
に
人
吉
を
好
き
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」

たてやま まきこ
昭和32年２月20日生まれ。Ｂ型。人吉西小、第
二中、人吉高を卒業後、東京の共立女子短期大学
に進学し英文科を専攻。短大卒業後は教育実習な
どを重ね教職員免許を取得したが、市内で少な
かった英語塾を自宅で開講し塾生に英語を教え
た。29歳で結婚し、鍛冶屋町通りにあることし
創業140年を迎える製茶店「立山商店」に嫁ぐ。
家業にいそしみながら平成13年から、夫の茂さ
んなどと鍛冶屋町とウンスンカルタの保存や活性
化にも取り組んでいる。

外国人観光客をおもてなしする

立山 まき子さん

（鍛冶屋町）

球磨川に浮かぶ船の上で休むヤマセミ（上）／人吉未来会議での新庄さんの講演会。
約70人の市民などが参加した（下右）／シンポジウムでは、ヤマセミを守るための
取り組みや観光に生かす取り組みなどの意見が交わされた（下左）

　

市
で
は
、
ヤ
マ
セ
ミ
を
市
の
鳥
に
指
定

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、「
本
市
の
豊
か
な
自

然
の
象
徴
と
し
て
ヤ
マ
セ
ミ
を
市
の
鳥

へ
」
と
の
多
く
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
市
で
は
、
３
月
１
日
に
ヤ
マ

セ
ミ
を
市
の
鳥
に
指
定
。
こ
れ
ま
で
の
ウ

グ
イ
ス
に
追
加
指
定
し
た
も
の
で
す
。

　

意
見
募
集
中
の
１
月
31
日
、
ヤ
マ
セ
ミ

の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
東
西
コ

ミ
セ
ン
で
ひ
と
よ
し
未
来
会
議
「
や
ま
せ

み
の
魅
力
を
学
び
語
る
会
」
を
開
催
。
ヤ

マ
セ
ミ
生
体
研
究
家
の
新
庄
俊
郎
さ
ん
の

講
演
や
「
ヤ
マ
セ
ミ
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。
ヤ
マ
セ
ミ
が
日
常
的
に
観
察

で
き
る
地
域
と
し
て
今
後
、
本
市
の
豊
か

な
自
然
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

ハーフの部を走り抜
き、２人で手をつない
でゴールする選手。約
６千人のランナーが春
の人吉路を快走したひ
とよし春風マラソン。
大会の様子は４～５
ページをご覧ください。

ヤマセミを正式に市の鳥に指定
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第14回

「
家
族
と
走
る
、
家
族
が
応

援
す
る
」
を
テ
ー
マ
に

２
月
19
日
、
第
14
回
ひ
と
よ
し
春

風
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
日
の
第
一
中
体
育
館
で
行
っ

た
開
会
式
に
は
多
く
の
選
手
や
家

族
が
参
加
。
選
手
を
代
表
し
て
第

二
中
陸
上
部
2
年
の
横
井
優ゆ

う
と斗
さ

ん
と
川
口
綾あ
や
な那
さ
ん
が
「
春
風
を

全
身
に
感
じ
な
が
ら
走
る
楽
し
さ

を
か
み
し
め
、
家
族
の
応
援
を
力

に
変
え
て
最
後
ま
で
走
り
抜
く
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
選
手
宣
誓
し

ま
し
た
。

　

こ
と
し
か
ら
５
㌔
と
３
㌔
の
種

目
が
無
く
な
り
、
４
・
２
１
９
５

㌔
を
走
る
10
分
の
１
マ
ラ
ソ
ン

を
新
設
。
大
会
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

５
３
９
６
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、

ハ
ー
フ
、
10
㌔
、
10
分
の
１
マ
ラ

ソ
ン
、
２
㌔
を
、
沿
道
の
家
族
や

地
元
の
方
の
声
援
を
受
け
な
が
ら

走
り
抜
き
ま
し
た
。

①約２千人のランナーが出場するハー
フの部がスタート！

②仮装したランナーは注目の的！
③前日からボランティアの方たちがつ
　ぼん汁などを準備
④市老人クラブの皆さんで応援旗４千
　本を作成！
⑤⑪沿道にはさまざまな形でランナー
　に声援を送る市民の方がたくさん
⑥レースも終盤！ 持てる力を出し尽
　くす！
⑦ゴールまであと少し！「お母さん頑
　張れ～！」
⑧まだまだ余裕!?  菜の花をバックに
　パチリ　
⑨子どもたちも笑顔で給水のお手伝い
⑩完走後は、家族で温かいつぼん汁を
　いただきます！
⑫無事完走！ 打ち上げが楽しみ！
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客席に下りて講演する小出センター長

　

人
吉
商
工
会
議
所
の
創
立
70
周
年

を
記
念
し
た
講
演
会
が
、
１
月
29
日

に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

記
念
公
演
で
は
、
静
岡
県
の
富
士

市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
ｆエ
フ

‐
Ｂビ

ズ
ｉ
ｚ

の
小こ
い
で出
宗む
ね
あ
き昭
セ
ン
タ
ー
長
が
「
本
当

は
見
え
て
い
な
い
自
社
の
『
売
り
』

〜
成
功
事
例
に
学
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
〜
」
と
題
し
て
講
演
。
同
セ
ン

タ
ー
の
支
援
で
業
績
が
回
復
し
た
各

企
業
の
事
例
を
紹
介
し
、「
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
り
、
企
業
が
持
つ
真
の
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
生
か
す
知
恵
が
必

要
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。

自社の売りをビジネスに生かせ
人吉商工会議所創立70周年記念講演会

　

九
日
町
一
帯
を
中
心
に
、「
人
吉

ふ
れ
あ
い
１
０
０
円
商
店
街
」
が
２

月
18
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

催
し
は
、
平
成
24
年
7
月
の
第
1
回

か
ら
約
3
カ
月
に
1
回
の
ペ
ー
ス
で

開
催
。
店
の
軒
先
に
１
０
０
円
で

買
う
こ
と
が
で
き
る
商
品
が
並
び
、

商
店
街
全
体
が
一
つ
の
１
０
０
円

シ
ョ
ッ
プ
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

17
回
目
の
今
回
は
、
市
役
所
の
本

年
度
新
規
採
用
職
員
も
出
店
。
ラ
ッ

プ
の
芯
や
段
ボ
ー
ル
で
手
作
り
し
た

輪
投
げ
で
、
点
数
に
応
じ
て
賞
品
が

も
ら
え
る
出
し
物
に
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
多
く
の
人
が
挑
戦
し
て

い
ま
し
た
。

輪投げに挑戦する子連れの家族

100円片手に楽しむ商店街
人吉ふれあい100円商店街

　

球
磨
工
高
の
１
・
２
年
生
３
７
９

人
を
対
象
に
、
１
月
27
日
に
「
高
校

生
の
た
め
の
主
権
者
教
育
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
の
体
育
館
で
市
選
挙
管
理
委

員
会
の
職
員
が
講
話
。
選
挙
の
現
状

や
選
挙
運
動
を
す
る
と
き
の
注
意
点

な
ど
を
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
話

し
、
投
票
に
行
く
こ
と
や
選
挙
権
の

大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。
講
話
を
聞

い
た
２
年
生
の
北
島
智と
も
や也
さ
ん
（
上

林
町
）
は
「
日
ご
ろ
か
ら
ニ
ュ
ー
ス

や
新
聞
で
政
治
に
関
心
を
持
つ
こ
と

が
大
事
。
投
票
す
る
と
き
は
候
補
者

を
よ
く
調
べ
て
投
票
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

数字やグラフを写して分かりやすく説明した

政治に興味を持って投票を
高校生のための主権者教育

　

１
月
26
日
の「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

に
合
わ
せ
て
、
市
は
１
月
29
日
に
日

本
遺
産
構
成
文
化
財
の
一
つ
、
大
信

寺
で
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
地
蔵
堂
か
ら
出
火
し
た
想

定
で
、
管
理
者
が
「
火
事
だ
！
」
と

叫
び
な
が
ら
境
内
に
い
た
地
域
住
民

や
参
拝
客
を
避
難
誘
導
し
、
消
火
器

で
初
期
消
火
。
そ
の
後
、
駆
け
つ
け

た
消
防
署
職
員
や
消
防
団
員
が
消
火

活
動
に
当
た
り
ま
し
た
。
消
火
活
動

の
後
は
、
地
域
住
民
ら
が
人
吉
東
小

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
消
火
器
の
取
り
扱

い
や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
訓
練
に
参
加
。

住
民
ら
は
２
列
に
並
ん
で
訓
練
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

本堂に向けて放水する消防団員

文化財を火災から守る！
第63回文化財防火デー

　

人
吉
球
磨
の
春
を
告
げ
る
「
人
吉

球
磨
は
、
ひ
な
ま
つ
り
」
が
２
月
１

日
に
開
幕
し
ま
し
た
。
３
月
20
日
㈪

ま
で
。
人
吉
球
磨
一
体
と
な
っ
て
観

光
客
の
誘
致
を
図
ろ
う
と
ひ
と
よ

し
・
く
ま
旬
夏
秋
冬
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
行
委
員
会
が
毎
年
企
画
す
る
も
の

で
、
こ
と
し
20
回
目
。

　

初
日
は
鍛
冶
屋
町
の
世
界
一
小
さ

な
美
術
館C

チ
ョ
ビ
ッ
ト

hobit

で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
り
、
詩
吟
や
舞

踊
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
人
吉
高
3

年
の
溝
口
然ぜ

ん

く
ん
と
球
磨
商
高
3
年

の
早は

や
た田

舞
さ
ん
扮
す
る
人
間
雛
が

登
場
す
る
と
会
場
は
盛
り
上
が
り
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

人間雛で花添えて
人吉球磨は、ひなまつり

人間雛と関係者のテープカットでイベントが開幕

　
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
」

で
14
年
連
続
１
位
の
草
津
温
泉
。
観

光
客
数
を
復
活
さ
せ
た
立
役
者
で
あ

る
黒
岩
忠
信
草
津
町
長
の
講
演
会

が
、
２
月
９
日
に
あ
ゆ
の
里
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
初
め
て
同
１
０
０
選
入
り

し
た
「
人
吉
温
泉
」
の
活
用
に
つ
な

げ
よ
う
と
、
人
吉
温
泉
女
将
の
会
さ

く
ら
会
が
開
催
。
講
演
会
に
は
郡
市

の
観
光
団
体
な
ど
約
２
０
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
黒
岩
町
長
は
草
津
温

泉
を
Ｖ
字
回
復
さ
せ
た
独
自
の
事
例

を
紹
介
し
な
が
ら
「
質
の
高
い
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

多くの参加者が黒岩町長の話に聞き入った

草津温泉に学ぶまちづくり
さくら会特別講演会

　
「
広
報
ひ
と
よ
し
」
が
、
第
60
回

熊
本
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
（
熊
本
県

広
報
協
会
、熊
本
日
日
新
聞
社
主
催
）

で
広
報
紙
・
市
部
門
と
広
報
写
真
・

組
み
写
真
の
部
で
入
選
を
受
賞
し
ま

し
た
。
広
報
紙
・
市
部
門
で
の
入
賞

は
７
年
連
続
、
広
報
写
真
・
組
み
写

真
の
部
で
の
入
賞
は
４
年
連
続
。

　

今
回
も
連
続
し
て
入
賞
で
き
た
の

は
、
魅
力
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
活

動
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。
い
つ
も

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
分

か
り
や
す
く
楽
し
く
読
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
、
大
切
な
情
報
と
笑
顔
を

お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

受賞した２つの表彰状を手にする担当者

皆さんの笑顔をこれからも
広報紙が県広報コンクール２部門入賞

日本遺産アドバイザー・原さん（左）の話を聞く事業者ら

　

人
吉
球
磨
の
日
本
遺
産
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
原
研

哉
さ
ん
と
江
戸
川
大
学
特
任
教
授
の

鈴
木
輝て
る
た
か隆
さ
ん
を
迎
え
、
１
月
28
日

に
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
人
吉
球
磨
の
若
手
事
業
者
ら
約

20
人
が
参
加
。

　

日
本
を
代
表
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

一
人
で
あ
る
原
さ
ん
は
、「
世
界
の

人
た
ち
が
日
本
の
文
化
に
注
目
し
て

い
る
」
な
ど
と
講
演
。
地
元
の
有
志

で
つ
く
る
人
吉
球
磨
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
研
究
所
の
佐
藤
圭
さ
ん
は
「
民
間

主
導
で
日
本
遺
産
ブ
ラ
ン
ド
を
成
功

さ
せ
、
人
吉
球
磨
を
日
本
を
代
表
す

る
地
方
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

日本遺産ブランド成功に向けて
日本遺産アドバイザーとの意見交換会
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　平成28年10月17日～11月11日に、永野地区と大畑地区で予約型乗合タクシー（区
域運行）の実証運行を実施しました。区域運行とは、地区内では自宅前などで自由に乗
降可能な運行方法です。
　今回の実証運行の結果を基に、今後の人吉市地域公共交通のあり方などを検討してい
きます。

　市老人福祉センターは、健康づくりや介護予防、生きがいづくり、仲間づくりを目的とした憩い・集いの場
です。「湯るりんセンター」の愛称で親しまれています。近年減少している利用者を増やすために、利用料金
をお得に改定します。

新たに「団体割引」と「回数券」を導入
●団体割引（人吉市民が施設を利用する場合）
・  10 人以上の利用で１人当たり 200 円の入館料が
160 円になります
●回数券（人吉市民が温泉を利用する場合）
・10枚（1,500 円）購入で入浴券１枚サービス
・20枚（3,000 円）購入で入浴券３枚サービス
・30枚（4,500 円）購入で入浴券７枚サービス

市老人福祉センター
営業時間　午前９時～午後５時
定 休 日　毎月第１・３月曜日
入館・入浴料（１人１回）
人 吉 市 民＝温泉：150 円、施設：200 円
人吉市民外＝温泉：300 円、施設：400 円
温泉泉質　 ナトリウム一塩化物・炭酸水素塩

泉、49.3 度、ほぼ無色透明

４月から「湯るりんサロン」を開催します！
　介護保険制度改正に伴い、市が同センターで実施し
ている校区ごとのデイサロンを、４月から「湯るりん
サロン」として実施します。市老人クラブ連合会が主
体となり運動やレクリエーションを開催しますので、
ぜひご参加ください。

問合せ　市老人福祉センター（☎２４－４９６７）

　３階建て以上のアパートやマンションには受水槽や高架水槽が設置されていて、
これらに貯めた水をポンプで家庭まで送っています。
　受水槽や高架水槽といった貯水槽水道※設置者には、貯水槽の管理責任が定めら
れています。年に１回以上の清掃と日常の定期的な点検を行ってください。
※受水槽や高架水槽を経由する給水方式を貯水槽水道といいます。

　屋外に設置してある貯水槽は自然災害の影響を受けやすいので、台風・大雨・
強い地震の後には必ず点検してください。

① ごみ・汚物などが周囲や上部に置かれていないか
② 貯水槽の外観に亀裂や破損はないか
③ 内部にごみ・沈殿物はないか
④   水抜管・オーバーフロー管が、排水管などのほかの

配管と直接連結されていないか
⑤ オーバーフロー管・通気管の防虫網の破損はないか
⑥ マンホールに施錠はしてあるか
⑦ パッキンなどの劣化はないか

問合せ　市上水道課施設係（☎２２－５４９７）

４月１日から
市老人福祉センターの利用料金がお得になります

受水槽・高架水槽の定期的な清掃と点検を

日常の点検ポイント

 人吉球磨地域公共交通だより vol.６

地域公共交通に関する懇談会を開催しました

公共交通空白地で実証運行を実施しました

地域公共交通の課題から見た今後の対応方針　※今後協議会などで議論します。

地区別懇談会の実施結果

　将来にわたり持続可能な地域公共交通網の形成を目指し「人吉市地域公共交通網形成計画」を作成するに
あたり、平成 28年９・10月に地域公共交通に関する市民の皆さんとの懇談会を開催しました。
　懇談会の結果では、多くの市民の方が路線バスを含め地域公共交通の利用方法が分からないことが明らか
になり、情報提供なども含め皆さんへの周知に取り組んでいく必要があることが分かりました。

① 「人吉球磨地域および市域での階層的な地域公共交通網の形成」を目指します。
② 「多様な交通モードが有機的に結ばれた地域公共交通網の形成」を目指します。
③ 「分かりやすい・利用しやすい地域公共交通システムの構築」を目指します。
④ 「地域（市民）との協働による地域公共交通づくり」を目指します。　など

問合せ　人吉・球磨地域公共交通活性化協議会事務局
　　　　（市自治振興課内　☎２２－２１１１　内線２１２２）

生活に欠かせない地域公共
交通を残すために、路線バ
スや鉄道に乗って出かけま
しょう♪

　介護相談員は、市内の介護保険施設などを訪問して利用者や家族からの相談に
応じる方のことです。利用者などからの話に耳を傾けることで、悩みや不満、不
安などを解消し、要望などを利用者に代わって施設に伝えるなど介護サービスの
質の向上につながる活動をしています。

募集人数　２人程度
活動内容　市が定める研修を受講した後、２人１組で介護保険施設を訪問して利用者の相談に応じます。
活動報酬　活動実績に応じて市が定める額を支払います。
応募資格　次の全ての要件を満たす方
　　　　　① 市内に住んでいる介護に関心がある 40歳以上の方
　　　　　② 月に４日程度（１施設当たり約３時間）市内の介護保険施設への訪問活動ができる方
　　　　　③ 介護相談員養成研修（40時間程度）を受講できる方
選考方法　書類審査および面接
申込方法　 市高齢者支援課（市役所西間別館１階）にある応募用紙に必要事項を記入して申し込んでくださ

い。郵送でも申し込みができます。
申込期限　３月 24日 (金 )※当日消印有効
申込・問合せ　 市高齢者支援課介護保険係
　　　　　　　（〒８６８－００７２　西間下町１１８番地１　☎２２－２１１１　内線１２３７）

■平成 28年 9月 26日 西瀬校区：参加人数 22人　■平成 28年 9月 27日 中原校区：参加人数 20人
■平成 28年 9月 29日 東間校区：参加人数 33人　■平成 28年 10月 6日 東校区　：参加人数 18人
■平成 28年 10月 11 日 西校区：参加人数 15 人　　　　　　　　　　　　  合計　　参加人数 108 人

▲実証運行の様子
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お
知
ら
せ

情　報
ひろば

人吉市関連施設
カ ル チ ャ ー パ レス ☎２４－３３１１

ス ポ ー ツ パ レ ス ☎２２－１６８８

水 道 局 ☎２２－５４９７

保 健 セ ン タ ー ☎２４－８４２０

石 野 公 園 ☎２２－６７００

人 吉 城 歴 史 館 ☎２２－２３２４

鉄 道 ミ ュ ー ジ ア ム ☎４８－４２００

人吉市役所 ☎２２－２１１１(代表)

住　　所　〒 868-8601 人吉市下城本町　
　　　　　１５７８番地１
開庁時間　午前８時 30分～午後５時 15分
 　　　　   （木曜は～午後７時）
開 庁 日　月～金曜 (祝日を除く )
ホームページ　
　　　　http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

　

３
月
11
日
㈯
か
ら
春
の
番
組

「
な
が
れ
ぼ
し
に
の
っ
て
」
を
投

影
し
ま
す
。

あ
ら
す
じ　

星
を
見
な
が
ら
お
父

さ
ん
の
帰
り
を
待
つ
ま
ど
か
。
星

座
や
流
れ
星
の
こ
と
を
お
母
さ
ん

に
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
や
が
て

ま
ど
か
は
星
の
世
界
へ
。
星
の
世

界
で
迷
子
に
な
っ
た
ま
ど
か
に
話

し
か
け
て
き
た
小
熊
が
、
ま
ど
か

を
流
れ
星
に
乗
せ
て
家
を
探
し
に

行
く
こ
と
に
…
…
。

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

３
月
22
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

西
門
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　

散
歩
「
春
が
き
た
！
」

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

申
込
期
間　

３
月
２
日
㈭
〜
３
月

17
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

‐
９
５
６
６
）

　

進
学
や
就
職
な
ど
で
引
っ
越
し

を
し
た
ら
、
原
則
と
し
て
現
在
住

ん
で
い
る
寮
や
ア
パ
ー
ト
が
住
所

地
に
な
り
ま
す
。
住
民
票
は
、
選

挙
人
名
簿
や
国
民
健
康
保
険
、
国

引
っ
越
し
た
ら
住
民
票
を

移
し
ま
し
ょ
う

「
お
出
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

 

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

春
の
番
組

　

平
成
29
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
の
加
入
受
け
付
け
が
３
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　

子
ど
も
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど

４
人
以
上
で
活
動
す
る
団
体
が
加

入
で
き
、
団
体
活
動
中
や
活
動
の

行
き
帰
り
の
事
故
が
補
償
さ
れ
ま

す
。

　

傷
害
保
険
、
賠
償
責
任
保
険
、

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
て
、
掛
け
金
も
低
額

で
す
。
万
一
の
け
が
や
賠
償
責
任

に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊

本
県
支
部
（
☎
０
９
６
‐
２
１
３

‐
９
０
１
５
）

投
影
時
間

火
・
木
曜
＝
午
後
２
時
〜

土
・
日
曜
、
祝
日
＝
午
前
11
時
〜
、

午
後
２
時
〜

料
金　

高
校
生
以
上
＝
２
１
０
円

　
　
　

小
中
学
生
＝
１
０
０
円

　
　
　

未
就
学
児
＝
無
料

※
団
体
投
影
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。

問
合
せ　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

民
年
金
の
登
録
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
つ
な
が
る
大
切
な
情
報
で

す
。
忘
れ
ず
に
住
民
票
の
異
動
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
を
変
更
す
る
と
き
は
14
日
以

内
に
手
続
き
を

◎
転
入
届
（
市
外
か
ら
人
吉
市
へ

引
っ
越
し
て
き
た
と
き
）

　

引
っ
越
し
て
き
た
日
を
含
め
て

14
日
以
内
に
、
前
住
所
地
の
市
区

町
村
か
ら
発
行
さ
れ
た
「
転
出
証

明
書
」
を
持
っ
て
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
転
居
届
（
人
吉
市
内
で
引
っ
越

す
と
き
）

　

転
居
し
た
日
を
含
め
14
日
以
内

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
転
入
・
転
居
届
で
は
新
住
所
を

記
入
し
ま
す
の
で
通
知
カ
ー
ド
か

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
ま
た
は
住
基

カ
ー
ド
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◎
転
出
届
（
市
外
や
国
外
へ
引
っ

越
す
と
き
）

　

転
出
予
定
日
の
14
日
前
か
ら
手

続
き
を
受
け
付
け
ま
す
。
印
鑑
登

録
を
し
て
い
る
方
は
印
鑑
登
録
証

を
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。
国
外
に

引
っ
越
す
と
き
は
通
知
カ
ー
ド
か

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
ま
た
は
住
基

カ
ー
ド
）を
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
届
け
出
人　

本
人
、
世
帯
主
か

同
一
世
帯
員
、
代
理
人
（
委
任
状

が
必
要
）

◎
共
通
し
て
手
続
き
に
必
要
な
物

　

国
民
健
康
保
険
証
、
介
護
認

定
受
給
資
格
証
明
書
（
要
介
護

認
定
か
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い

る
方
）、
届
出
人
の
本
人
確
認
書

類（
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
）

問
合
せ　

市
市
民
課
市
民
係

年金あれこれ

問合せ　  ねんきんダイヤル（☎０５７０－０５－１１６５）、八代年金事務所（☎０９６５－３５－
６１２３）、市保険年金課国保年金係

問合せ　  八代年金事務所（☎０９６５－３５－６１２３）、市保険年金課国保年金係

国民年金の受給資格期間が短縮されます

平成 29 年度の国民年金保険料は月額16,490 円です

手続き方法

年金請求書の送付時期

制度改正の注意点

① 年金を受給するための年齢要件は変更ありません。
②   遺族年金や障害年金の権利を持っている場合、老齢年金を決定しても併給調整で停止になるこ
とがあります。今回の制度改正で手続きをしても、受け取る年金額が変わらない場合があります。

③   遺族厚生年金の受給要件は変わっていません。亡くなった方の資格期間が 25年以上あることが
必要です。

　日本年金機構では、資格期間が 10年以上あることが確認できた方に老齢の請求書 (黄色 )を発
送します。黄色の請求書が届かない方でも年金を受給できる可能性がありますので、自身の資格期
間をご確認ください。
　黄色の請求書は、２月下旬～７月上旬にかけて順次発送します。

　黄色の請求書が手元に届き次第、市役所で必要な各種証明書類の発行を受け、最寄りの年金事務
所などで手続きを開始してください。
　年金を受給する権利は８月１日から発生します。

　国民年金保険料は６カ月前納、１年・２年前納、口座振替などを利用するとお得です。
詳しくはお問い合わせください。

　８月から、年金を受給するために必要な資格期間※が 25年から 10年になります。
　 ※資格期間……保険料納付済み・免除期間、合算対象期間、厚生年金などの加入期間

◆平成 29年度国民年金保険料　納入額早見表

※平成 29年４月～平成 31年 3月分

平成 29年度 １カ月分 ６カ月分 １年度分
保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月納付（現金納付・口座振替） 16,490円 － 98,940円 － 197,880円 －
毎月振替【早割】（口座振替） 16,440円 50円 98,640円 300円 197,280円 600円

６カ月前納（現金納付） － － 98,140円 800円 196,280円 1,600円

６カ月前納（口座振替） － － 97,820円 1,120円 195,640円 2,240円

１年前納（現金納付） － － － － 194,370円 3,510円

１年前納（口座振替） － － － － 193,730円 4,150円

平成 29年度 ２年度分
保険料額 割引額

２年前納（口座振替） 378,320円 15,640円
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建
築
確
認
申
請
や
各
種
届
出
な

ど
は
、
こ
れ
ま
で
球
磨
地
域
振
興

局
で
受
け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
県
南
広
域
本
部
（
八
代

地
域
振
興
局
）で
受
け
付
け
ま
す
。

郵
送
で
の
申
請
や
、電
子
メ
ー
ル
・

フ
ァ
ク
ス
で
の
相
談
に
も
対
応
し

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

　

軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
農
耕
車

な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
市

外
転
出
、
廃
車
、
買
い
替
え
、
所

有
者
変
更
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た

と
き
に
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告

が
な
い
と
今
後
も
税
金
が
掛
か
り

ま
す
。

　

異
動
が
あ
っ
た
方
は
３
月
中
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類

な
ど
は
各
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
50
㏄
〜
１
２
５
㏄
の
バ
イ
ク
、

農
耕
用
小
型
特
殊
車
、
そ
の
ほ
か

の
小
型
特
殊
車
＝
市
税
務
課
諸
税

係●
１
２
５
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク
、

軽
自
動
車
＝
熊
本
県
軽
自
動
車

協
会
（
☎
０
９
６
‐
３
６
９
‐

７
９
２
０
）

　

成
人
の
肺
炎
の
25
〜
40
㌫

は
、
肺
炎
球
菌
と
い
う
細
菌
が

原
因
で
、
特
に
高
齢
者
は
重
症

に
な
り
や
す
く
注
意
が
必
要
で

す
。
予
防
接
種
の
対
象
者
に
は

平
成
28
年
４
月
に
申
込
書
を
郵

送
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
接

種
し
て
い
な
い
方
は
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

接
種
期
限　

３
月
31
日
㈮

※
た
だ
し
、
実
施
医
療
機
関
の

診
療
日
・
診
療
時
間
内

対
象
者

①   

市
内
に
住
ん
で
い
て
、
平

成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、

80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95

歳
、
１
０
０
歳
に
な
る
方

で
、
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と

が
な
い
方

②   

市
内
に
住
ん
で
い
る
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の

４
月
か
ら
建
築
確
認
申
請
の

窓
口
が
変
わ
り
ま
す

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
な
ど

異
動
申
告
は
３
月
中
に

育休代替任期付職員採用試験

　人吉市では、育児休業を取得する市職員を代替す
る任期付職員の採用試験を行います。
採用人数　一般事務：２人程度
受験資格　平成11年４月１日以前に生まれた方
申込方法　 市総務課（市役所カルチャーパレス仮本

庁舎２階）か市市民課窓口（市役所西間
別館１階）にある申込書に必要事項を記
入し、市総務課に直接お持ちになるか郵
送してください。申込書は市ホームペー
ジからダウンロードすることもできます。

申込期限　３月10日(金)
試 験 日　３月18日(土)
問 合 せ　市総務課職員係
　　　　　（☎２２－２１１１　内線２１１１）
ホームページ　http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

海か
い
ど
う棠
ま
つ
り

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

内
容　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
基
本
操

作
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
な
ど

日
程　

４
月
３
日
〜
６
月
29
日
の

毎
週
月
・
木
曜
（
４
月
20
日
、
５

月
４
日
・
11
日
、
６
月
１
日
・
22

日
を
除
く
全
21
回
）

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

１
万
２
千
円

申
込
期
限　

３
月
27
日
㈪

催　

し

誰
で
も
気
軽
に
受
講
で
き
る

生
涯
学
習
講
座

熊
本
地
震
の

追
悼
・
復
興
祈
念
行
事

　
「
く
ま
も
と
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」

連
携
の
生
涯
学
習
講
座
で
す
。
年

齢
、
性
別
に
関
係
な
く
誰
で
も
受

講
で
き
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
】

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
入
門
、
ア
ク

セ
ス
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
パ

ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
デ
ジ
カ

メ
入
門

【
簿
記
コ
ー
ス
】

日
商
簿
記
２
級
取
得
、
日
商
簿
記

３
級
取
得
、
会
計
ソ
フ
ト
入
門

【
共
通
】

日
程　

４
〜
９
月
（
24
回
）

時
間　

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
：
午
後

７
時
〜
９
時
、
簿
記
コ
ー
ス
：
午

後
６
時
〜
９
時
（
会
計
ソ
フ
ト
入

門
は
午
後
７
時
〜
）

場
所　

九
州
技
術
教
育
専
門
学
校

定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

月
額
１
万
円
（
別
に
入

学
金
５
千
円
と
テ
キ
ス
ト
代
が
必

要
で
す
）

申
込
期
限　

３
月
31
日
㈮

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

九
州
技
術
教
育

専
門
学
校
（
☎
22
‐
３
４
１
２
）

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
発
生
か
ら

間
も
な
く
１
年
が
経
ち
ま
す
。
県

で
は
、
４
月
14
日
㈮
に
追
悼
式
、

４
月
16
日
㈰
に
蒲
島
知
事
と
有
識

者
に
よ
る
「
復
興
祈
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

前
後
１
〜
２
週
間
を
「
復
興
祈
念

３
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈬
広
報
配
布
、
球
磨
川
下
り
川
開
き
祭

（
球
磨
川
下
り
発
船
場
）

２
㈭

３
㈮

４
㈯

新
観
光
列
車
「
か
わ
せ
み 

や
ま
せ

み
」
運
行
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー
（
人
吉

駅
）

５
㈰
着
物
ぶ
ら
り
歩
き
（
九
日
町
）

６
㈪

７
㈫

８
㈬

９
㈭

10
㈮

11
㈯

12
㈰
市
内
中
学
校
卒
業
式

13
㈪
ひ
と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ
（
段
地
域
学

習
セ
ン
タ
ー
）

14
㈫

15
㈬
広
報
配
布
、
ひ
と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ

（
上
田
代
公
民
館
）

16
㈭

17
㈮

18
㈯

19
㈰

20
㈪

春
分
の
日
、「
人
吉
球
磨
は
、
ひ
な

ま
つ
り
」
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
く
ま
川
下
り
発
船
場
）

21
㈫

22
㈬

23
㈭
市
内
小
学
校
卒
業
式

24
㈮

市
内
小
・
中
学
校
修
了
式(

第
一
中

以
外)

、
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー(

東
西

コ
ミ
セ
ン)

、
ひ
と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ

（
永
野
町
公
民
館
）

25
㈯

26
㈰
海
棠
ま
つ
り
（
石
水
寺
）、
大
畑
駅

桜
ま
つ
り
（
大
畑
駅
）

27
㈪

28
㈫
第
一
中
修
了
式

29
㈬

30
㈭

31
㈮

相　

談

　
「
就
職
し
た
い
け
ど
、
ど
ん
な

就
職
活
動
を
し
た
ら
い
い
か
、
自

分
に
は
ど
ん
な
職
業
が
向
い
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
」「
履
歴
書

な
ど
の
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面

接
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
ほ
し
い
」

　

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
あ
な
た
の
就
職
活

動
を
支
援
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間　

月
〜
金
曜
：
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
、
土
曜
日
：
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
※
１
回
１
時
間

程
度
（
予
約
制
で
す
）

料
金　

無
料

場
所　

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支

援
セ
ン
タ
ー 

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
（
熊
本
市
中

央
区
水
道
町
８
‐
６
朝
日
生
命
ビ

ル
１
階
）

問
合
せ　

県
し
ご
と
相
談
・
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
６
‐
３
５
２

‐
０
８
９
５
）

あ
な
た
の
就
職
活
動
を

支
援
し
ま
す
！

放
送
大
学

４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き

な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
方
や

学
び
を
楽
し
み
た
い
方
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
目
的
で
多
く
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
。
心
理
学
、
福
祉
、

経
済
、
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分

野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

出
願
期
限　

３
月
20
日
㈪

問
合
せ　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
９
６
‐
３
４
１
‐

０
８
６
０
） 講　

座

▲石水寺の海棠

ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
、
県
や
県
内
の

市
町
村
、
各
種
団
体
な
ど
で
祈
念

行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

県
広
報
課
（
☎
０
９
６

‐
３
３
３
‐
２
０
２
７
）

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp/

期
日　

３
月
26
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　

石
水
寺

内
容　

ス
テ
ー
ジ
で
の
出
し
物
や

出
店
な
ど

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

中
原
校
区
海
棠
ま
つ

り
保
存
会 

会
長 

田
中 

和か
ず
お夫
さ

ん
（
☎
０
８
０
‐
１
５
４
０
‐

７
２
７
２
）

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
南
広
域
本
部
景
観
建

築
課
（
〒
８
６
６
‐
８
５
５
５　

八
代
市
西
片
町
１
６
６
０　

☎

０
９
６
５
‐
33
‐
３
１
１
７　

℻

０
９
６
５
‐
33
‐
４
０
５
１
）

電
子
メ
ー
ル

　

n
an
d
o
ke
ik
an
2
5
@
p
re
f.

kum
am
oto.lg.jp

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
‐
２
４
７
５
）

機
能
に
障
害
が
あ
る
方
や

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

害
が
あ
る
方
（
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の

方
）

申
込
方
法　

申
込
書
を
市
高
齢

者
支
援
課
窓
口
（
市
役
所
西
間

別
館
１
階
４
番
窓
口
）
に
お
持

ち
に
な
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限　

３
月
15
日
㈬

接
種
料
金　

２
７
０
０
円
（
個

人
負
担
）
※
生
活
保
護
世
帯
員

は
無
料

申
込
・
問
合
せ　

市
高
齢
者

支
援
課
元
気
・
長
生
き
係

（
☎
22
‐
２
１
１
１　

内
線

１
２
３
４
）

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は

３
月
31
日
㈮
ま
で
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人吉市消費生活センター
☎２２‒２１１１  内線 1215・1216

Consumption life center

困ったときは、消費生活センター（☎２２－２１１１　内線１２１５・１２１６）
または「消費者ホットライン」（☎１８８）に相談してください。

　

３
月
は
、
卒
業
や
進
学
、
就
職
の
季

節
で
す
。
新
た
な
生
活
へ
の
期
待
と
不

安
を
胸
に
、
親
元
や
故
郷
を
離
れ
る
準

備
を
進
め
て
い
る
方
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

新
生
活
を
始
め
る
前
に
、
社
会
経
験

の
少
な
い
若
者
が
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
家
族
で
話
し

合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

未
成
年
者
契
約
の
取
り
消
し

　

20
歳
未
満
の
未
成
年
者
は
、
単
独
で

有
効
な
契
約
を
行
う
た
め
に
、
法
定
代

理
人
（
親
権
者
、
未
成
年
後
見
人
）
の

同
意
が
必
要
で
す
。
法
定
代
理
人
の
同

意
を
得
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
契
約

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
齢
や
親
の
同
意
を
得
た

消
費
生
活
相
談
員
（
非
常
勤
職
員
）

を
募
集
し
ま
す
！

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費

生
活
相
談
員
（
非
常
勤
職
員
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

３
月
１
日
㈬
〜
15
日
㈬

採
用
人
数　

１
人

業
務
内
容　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

や
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
対
応
業
務

申
込
方
法　

履
歴
書
１
部
と
作
文

「
私
が
相
談
員
と
し
て
で
き
る
こ
と

（
８
０
０
字
以
内
）」
を
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
市
役
所
西
間
別
館
プ
レ
ハ
ブ

事
務
所
）
に
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

面
接
日
時　

３
月
21
日
㈫
午
前
９
時
〜

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎

22
‐
２
１
１
１　

内
線
１
２
１
８
）

し
ま
う
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
「
名
義
貸
し
」
と
言
わ
れ
る
も
の

で
、
カ
ー
ド
を
他
人
が
使
用
し
て
借
り

た
と
し
て
も
、
借
金
の
返
済
は
カ
ー
ド

の
名
義
人
に
請
求
さ
れ
ま
す
。

　

友
人
や
先
輩
か
ら
の
「
も
う
け
話
」

の
誘
い
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
通
し
て

拡
散
し
、
被
害
者
が
増
え
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
人
間
関
係
に
便
乗
し
て
行
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、「
断
る
勇
気
」

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
自
ら
が「
被
害
者
」

に
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
結
果
的
に

「
加
害
者
（
詐
欺
に
手
を
貸
し
て
し
ま

う
）」
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
「
☎
１
８
８
」

　
「
怪
し
い
」「
だ
ま
さ
れ
た
か
も
」
と

思
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
市
町
村
役

場
に
開
設
さ
れ
て
い
る
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。窓
口
は
、

全
国
全
て
の
市
町
村
に
「
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
」
な
ど
の
名
称
で
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

転
居
し
た
ば
か
り
で
窓
口
が
分
か
ら

な
く
て
も
、
局
番
な
し
の
「
１
８
８
」

を
ダ
イ
ヤ
ル
す
れ
ば
、
最
寄
り
の
窓
口

に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
相
談
時
間
外
の
場
合
は
、
窓
口
の
名

称
と
相
談
時
間
を
案
内
し
ま
す
。

と
偽
っ
た
場
合
は
、
契
約
を
取
り
消
す

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

気
を
つ
け
た
い
詐
欺
・
悪
質
商
法

○
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
購
入
を

　

指
示
す
る
詐
欺

　

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
有
料
サ
イ
ト

の
料
金
請
求
（
架
空
請
求
な
ど
）
の
方

法
と
し
て
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
購

入
を
指
示
す
る
手
口
が
あ
り
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
数
十
万
円
分
の
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
を
購
入
さ
せ
、
カ
ー
ド
に

記
載
さ
れ
た
番
号
を
事
業
者
に
連
絡
さ

せ
る
こ
と
で
、
相
手
は
簡
単
に
そ
の
価

値
を
手
に
入
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

覚
え
の
な
い
請
求
に
反
応
し
た
り
、

他
人
に
指
示
さ
れ
て
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
を
購
入
し
た
り
、
カ
ー
ド
番
号
を
伝

え
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
気
付
い
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
発
行
会
社
に

連
絡
し
、
カ
ー
ド
の
使
用
を
停
止
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
カ
ー
ド
名
義
貸
し

　

若
者
が
「
消
費
者
金
融
の
カ
ー
ド
を

作
れ
ば
簡
単
に
お
金
を
も
ら
え
る
」
と

誘
わ
れ
、
少
額
の
お
金
と
引
き
換
え
に

他
人
に
カ
ー
ド
を
渡
し
た
後
、
そ
の

カ
ー
ド
で
高
額
の
お
金
が
借
り
ら
れ
て

若
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

注
意
！ ライター講座

おいしいお店やきれいな風景、地域のお
祭りや子どもたちの笑顔……。まちの魅
力を発掘し、すてきな写真と共に SNSな
どで発信する方法を学べます。プロのラ
イターとカメラマンの講座を受講して、
今日からあなたも市民ライター！　自分
たちが暮らすまちの魅力を探して発信し、
人吉を楽しく盛り上げましょう！　人吉
市が好きな方なら誰でも参加できます。

3月24日 (金 )
時間：9:30 ～ 12:30
場所：東西コミセン
定員：10 人（応募者多数の場合は選考。
         託児希望の方はご相談ください）

応募期限：3月 15 日 ( 水 )

熊本の人気タウン紙「月刊タ
ウン情報クマモト」「月刊モ
コス」の編集長を経て、企画・
編集事務所「想創舎」を設立。
第４回ふるさとパンフレット
大賞を受賞した「上天草みし
らんガイド」などを手がける。
KAB「くまパワ」のコメン
テーターも務める。

講 師 プロフィール

情報発信で、まちや人とつながろう！

民市

熊本市の広告写真スタジオ
「Graphes」勤務を経て独立。
平成27年に写真事務所「Y/
STUDIO」を設立し、現在
は子育ての傍ら「月刊タウン
情報クマモト」などの雑誌や
「熊日あれんじ」などの生活
情報紙、ウェブ広告などの写
真撮影で活躍。

申込方法

次の内容を記入し、メールかファクス、
郵送で下記まで申し込んでください。
市ホームページの入力フォームから申
し込むこともできます。
①住所、②氏名・ふりがな、③年齢、
④電話番号、⑤電子メールアドレス、
⑥託児希望の有無

■ 申込・問合せ
市企画課シティプロモーション推進室
〒 868-8601　人吉市下城本町 1578
番地 1
☎２２ー２１１１（内線２２２２）
℻２４－７８６９
　 kikaku@hitoyoshi.kumamoto.jp

ひ
と
よ
し

岡村 政
まさ し

志さん 山口 亜希子さん

参加費無料！
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身近な環境美化や地球温暖化対策について、皆さんに耳寄りな情報をお届けします。

⑩
目指す未来。

限りある資源を大切に使いましょう！

問 市保健センター母子保健係(☎２４－８４２０)

【
一
般
向
け
】

【
児
童
向
け
】

新刊案内

今月の紹介者

人吉のリーダーの皆さんが
おすすめの本を紹介します。

介者

問 人吉球磨日本遺産活用協議会
　 （市歴史文化課内　☎２２－２３２４)
ホームページ　http://hitoyoshi-kuma-heritage.jp/

焼
しょうちゅうばか

酎 墓

焼酎好きの故人のお墓

　人吉球磨地方の球磨焼酎の文化を象徴す
るものとして、焼酎そのものや酒器のガラ
とチョク、酒宴での球磨拳やウンスンカル
タなどがあります。その中でも特に、酒飲
みを弔う「焼酎墓」は球磨焼酎文化の驚く
存在です。
　「焼酎墓」には、墓石を酒器（とっくり・
ひょうたん・杯）で表現するものと、戒名
に「酒

しゅすいじょうらくぜんじょうもん

酔常楽禅定門」と刻むものがあり、
故人が酒を好んでいたという証しを伝えて
います。
　「焼酎墓」が造られた背景は、人吉球磨
地方が焼酎文化圏であり、そこに住む人々
は焼酎が大好きだということ。死んだ後も
「焼酎墓」を建てて墓の中で宴会するほど、
おおらかな性格の持ち主であったのでしょ
う。

▲酒器の形をしたもの（左）と、戒名に「酒酔常楽禅定門」と刻まれた焼酎墓

妊娠中の健康管理で赤ちゃんの腎臓を守ろう！
　人は発生の過程をお母さんのお腹の中で10カ月
という短い期間で体験し、この世に生まれてきま
す。腎臓ができはじめるのは妊娠４～６週頃で、妊
娠36週には完成します。
　私たち人間の体は細胞でできていますが、その細
胞が活躍したときや入れ替わるときにごみ（老廃物）
が出て血液に溶け出します。この血液中のごみをろ
過して尿を作るのが腎臓です。
　腎臓は背中側の腰上辺りに２つあり、ソラ豆のよ
うな形をしている臓器です。腎臓の中は、細い血管
がグルグル糸巻きのようになっている器官「ネフロ
ン」があり、１つの腎臓にネフロンが約100万個あ
ります。このネフロンが血液から不要なものを取り
除いて尿を作っているのです。
　ネフロンの数は胎児期に決まりますが、ネフロン
が少ないと腎機能障害が起こりやすく、高血圧症な

どになりやすいと考えられています。妊娠中に低栄
養状態が続くと、胎児は少ない栄養でも生きていけ
る体に発育し、ネフロンの数も少なくなります。つ
まり、早産や未熟児で生まれるとネフロンが元々少
なく、腎臓の働きが弱いので、将来、高血圧症など
の生活習慣病を起こす可能性が高くなるのです。
　生まれてきた赤ちゃんが将来、生活習慣病などの
病気になる可能性を低くするために、妊娠中は過度
なダイエットや著しい体重増加、塩分の過剰摂取な
どに注意しながら健康的な妊娠期を過ごしましょ
う。

●資源がもっと生きる未来にするために３Ｒを推進しよう！
　３Ｒとは、リデュース（Reduce）、リユース（Reuse）、リ
サイクル（Recycle）の３つのＲの総称です。
○「リデュース」とは……物を大切に使い、ごみを減らすこと
○「リユース」とは……使える物は繰り返し使うこと
○  「リサイクル」とは……ごみを資源として再び利用すること
（ごみを正しく分別する）

第 10回

　

歴
史
の
面
白
さ
と
日
本
史
理

解
の
秘ひ
け
つ訣
は
、
時
代
や
立
場
を

超
え
て
つ
な
が
る
人
物
た
ち
と

の
意
外
な
接
点
に
あ
っ
た
！ 

さ
ま
ざ
ま
な
人
物
を
比
較
し
な

が
ら
、
事
績
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

現
代
に
も
通
じ
る
思
想
な
ど
を

紹
介
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
お

ん
な
城
主　

直な
お
と
ら虎
」
時
代
考
証

者
の
日
本
史
講
義
で
す
。

　

初
め
て
で
も
大
丈
夫
！ 
冷

凍
バ
ナ
ナ
の
ス
ム
ー
ジ
ー
や

ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、

ベ
ー
コ
ン
チ
ー
ズ
の
ち
ぎ
り
パ

ン
な
ど
、
包
丁
を
使
わ
な
い
で

作
れ
る
お
い
し
く
て
簡
単
な
料

理
を
紹
介
す
る
本
で
す
。
分
か

り
や
す
い
写
真
で
作
り
方
を
解

説
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
で
も
作

れ
ま
す
！

小和田 哲男著

人物比較でわかる
日本史

寺西 恵里子著

包丁を使わないで
作るごはん

国際ソロプチミスト人吉
会長

　小さな小さな本です。しか
し、自然体で生きてこられた
著者の姿が笑顔と共に私を強
く引き付けました。
　「ありがとう」と心から伝え
たい、100歳の今だからこそ
皆さまに伝えたい……。私の
これまでの人生、そして感慨
の気持ち。いつでも「ありが
とう」と思える心、感謝の心
を思い出させてくれた本です。

川
かわの

野 加
か な こ

奈子さん

百歳

柴田 トヨ著

３月の休館日
６日、13日、21日、27日

場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日に当たる場合はその翌日）
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Mayor ' s  Diary

人吉の食材を使った人吉の伝統食の作り方を紹介します。人吉の食材を使った人吉の伝統食の作り方を紹介します。

Vol.21

作り方

材 料(10個分）材料(10個分）

※読者プレゼントを提供してくださる事業
者を募集中。市企画課へご連絡ください。

３歳までの子どもの写真募集中！
応募・問合せ
〒 868-8601
人吉市下城本町 1578 番地１
市企画課広報担当
（☎ 22‒2111  内線 2222）
電子メール
kikaku@hitoyoshi.kumamoto.jp

連絡先を忘れずに

■ 編集後記 ■

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感
想

や
人
吉
へ
の
思
い
、
身
近
な
出
来

事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
下
記
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
り
ま
す
。
３
月
25
日
㈯
必

着
。

宛
先　

〒
８
６
８
‐
８
６
０
１　

人

吉
市
下
城
本
町
１
５
７
８
番
地
１ 

市
企
画
課
広
報
担
当

電
子
メ
ー
ル　

kikaku@
hitoyoshi.kum

am
oto.jp

※
住
所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
の
食
指
南
書
作
成
委
員
会 

会
長　

山
上 

日
出
世
さ
ん

春のお彼岸に

「ぼたもち」

①   アズキを水から煮て沸騰したら水を替えて軟らかくなるまで煮
る。軟らかくなったら砂糖と塩を入れて水気がなくなるまで煮
てつぶし、つぶあんを作る（市販のものでも可）

②   もち米と白米を混ぜて軟らかめに炊く
③   炊き上がったらしゃもじで突き混ぜ、人肌くらいに冷まして小
さめのおにぎりを作る

④   ③をあんこで包んで完成！

もち米（２カップ）／白米（1/2 カップ）／アズキ（２カップ）／
砂糖（400㌘）／塩（少々）

　春のお彼岸に昔から食べられて
いるのが「ぼたもち」です。春に
咲くボタンの花に似ていることか
ら名前が付きました。ラップにあ
んを広げておにぎりを乗せ、茶巾
絞りのようにすると手も汚れずき
れいにできますよ。
　旬のセンモトを使った熊本名物
「センモトのぐるぐる」もどうぞ

▲ 甘くておいしい「ぼたもち」と「センモトのぐるぐる」(右奥 )

人吉市長　松岡 隼人

■ 次号４月１日号のおたよりコーナーのプレゼント ■

「おまんじゅう　宮
みや

」の
おまんじゅう詰め合わせ（５人）
　中神町に新しいおまんじゅうのお店
がオープン。昔ながらの「回転まんじゅ
う」ともちもち食感の「福福まんじゅ
う」をセットでプレゼント！ 花見の
お供にいかがですか？
■問合せ　おまんじゅう 宮 （中神町
段１２０　☎３５－６９９９）

♥ 

♥
♥ 

♡

♬

★
20
年
程
前
に
社
員
旅
行
で
大
分

県
日
田
市
に
行
っ
た
と
き
の
出
来

事
で
す
。
市
内
を
観
光
し
て
い
る

と
、近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
「
よ

う
、
お
い
で
な
さ
っ
た
ー
」
と
歓

迎
の
言
葉
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
人
吉
球
磨
は
、
ひ
な
ま
つ
り
」

の
特
集
が
あ
り
ま
し
た
が
、
観
光

地
と
し
て
市
民
も
何
か
で
き
る
こ

と
を
思
い
ま
し
た
。

P.N
ナ
ッ
ツ
さ
ん
（
西
間
下
町
）

●
旅
行
先
で
住
民
の
方
か
ら
歓
迎

さ
れ
る
と
、
う
れ
し
い
し
記
憶
に

も
残
り
ま
す
よ
ね
。
人
吉
市
に
来

ら
れ
る
観
光
客
の
方
に
も
同
じ
よ

う
な
体
験
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
歓
迎
の
気
持
ち
を
み
ん
な
で
伝

え
た
い
で
す
ね
。

★
「
ひ
と
よ
し
の
お
ご
ち
そ
う
」

の
コ
ー
ナ
ー
大
好
き
で
す
！  

毎

回
楽
し
み
に
見
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
鹿
肉
の
ロ
ー
ス
ト
が

載
っ
て
い
た
の
で
、
早
速
冷
凍
し

て
い
る
頂
き
物
で
作
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
生

ま
れ
て
59
年
…
…
。
ま
だ
一
度
も

鹿
肉
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
な
ら
ポ
ン
酢
味
で
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
そ
う
と
思
っ
て
ま

す
。

P.N
プ
リ
ム
ラ
大
好
き
さ
ん

（
古
仏
頂
町
）

●
「
ひ
と
よ
し
の
お
ご
ち
そ
う
」

コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
み
に
ご
覧
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鹿
肉
の
ロ
ー
ス
ト
は
も
う
作
っ
て

食
べ
ら
れ
ま
し
た
か
？  

お
味
は

い
か
が
で
し
た
か
？  

鹿
肉
が
大

好
き
な
私
で
す
が
、
ロ
ー
ス
ト
で

食
べ
て
さ
ら
に
好
き
に
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
感
想
の
お
た
よ
り
を
お

送
り
く
だ
さ
い
！  

お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

２
月
19
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

「
ひ
と
よ
し
春
風
マ
ラ
ソ
ン
」
を
盛

況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

私
は
、
小
学
１
年
生
の
息
子
と
共

に
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
に
参
加
。
息
子

は
や
る
気
満
々
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
直
後
に
急
に
立
ち
止
ま
り
ま

し
た
。
息
子
の
手
を
握
り
走
り
出
そ

う
と
し
た
の
で
す
が
、
な
ん
と
靴
が

脱
げ
た
と
の
こ
と
。
靴
を
探
し
に
２

人
で
逆
走
し
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は

大
変
迷
惑
を
掛
け
ま
し
た
。
そ
の
後

も
、
な
か
な
か
靴
が
履
け
ず
気
持
ち

ば
か
り
が
焦
っ
て
し
ま
い
ト
ラ
ブ
ル

続
き
で
し
た
が
、
無
事
に
ゴ
ー
ル
。

何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
お
も

て
な
し
の
つ
ぼ
ん
汁
や
赤
飯
な
ど
を

頬
張
る
息
子
を
見
て
、
順
位
や
タ
イ

ム
は
満
足
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
私
た
ち
家
族
に
は

と
て
も
楽
し
い
記
憶
に
残
る
大
会
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
と
し
も
６
千
人
近
く
の
方
に
参

加
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
素
晴
ら

し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
事
前
の

準
備
か
ら
当
日
の
応
援
な
ど
大
会
を

支
え
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　春ですね！ ちなみに息子
の名前も陽

はる

です！ 冬に生ま
れたけど(笑)。人吉の春はイ
ベント盛りだくさん。相良
三十三観音もお彼岸に合わせ
て一斉開帳されます。文化財
に触れるのも良いですね♪
　文化財といえば毎年発行す
る「ひとよし歴史研究」が
20周年記念号です。詳しく
は市歴史文化課まで！（鶴田）
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観光列車や球磨川下りに

手を振ろう！ 旗を振ろう！

　人吉温泉観光協会では、鉄道沿線や球磨川沿いで歓迎の旗振りをしていただける方に「旗」を配布していま
す！  旗振り運動に協力いただける個人・団体の方はご連絡ください。
配布対象　観光列車や球磨川下りへの歓迎の旗振りを積極的にしていただける個人・団体
配布場所　人吉温泉観光協会事務局（ＭＯＺＯＣＡステーション内）
問合せ　一般社団法人 人吉温泉観光協会（☎２２－１３７０）

　旅先で地元の人に手を振ってもらったらうれしいですよね？
　人吉市には、「ＳＬ人吉」や「田園シンフォニー」などの観光列車や日本三急流を木舟で下る「球磨川下り」
を利用する観光客の皆さんがたくさんいらっしゃいます。
　３月４日（土）から、ＪＲ九州の新観光列車「かわせみ やませみ」（人吉―熊本間３往復）が新たに運行を
開始し、さらに観光客の増加が期待されます。
　日本国内はもちろん、世界中から人吉を訪れる観光客の皆さんに歓迎と感謝の気持ちを込めて、市民みんな
で手を振りましょう！  手を振って、振り返されたら、あなたもうれしくなるはずです♪

「旗振り隊」メンバー募集中 !!

手
を
振
っ
て
伝
え
よ
う
！

「
あ
り
が
と
う
」

「
よ
う
来
た
な
ぁ
〜
」


